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ぬ

た

大
銀
杏
と
砧
姫
の
伝
説

・・・・
・1

遠
賀
川
の
ほ
と
り
、
立
屋
敷
の
八
剣
神
社
の
境
内
に
、
一
本
の
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
ま
す
。

樹
齢
約
千
八
百
年
。
幹
の
周
り
一
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
二
二
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和

五
十
三
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

や
圭
と
た
け
ろ
の
み
ェ
と

こ
の
大
銀
杏
に
は
、
日
本
武
尊
と
砧
姫
の
ロ
マ
ン
ス
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の
特
集
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
に
ま
つ
わ
る
「
砧
姫
の
物
語
」
を
紹
介
し
ま
す
。

0八剣神社の大銀杏

く

ま

そ

そ
の
昔
、
日
本
武
尊
が
九
州
の
暴
れ
ん
坊
熊
襲
を

征
伐
す
る
た
め
、
は
る
ば
る
と
大
和
の
国
か
ら
お
い

で
に
な
り
ま
し
た
。
瀬
戸
内
海
を
ぬ
け
、
玄
海
灘
に

さ
し
か
か
る
と
大
変
な
荒
れ
模
様
。
荒
波
を
さ
け
る

を
ｂ
び

た
め
喚
山
　
（
お
か
の
台
北
側
の
山
）
　
か
ら
船
を
遠
賀

川
に
乗
り
入
れ
、
立
屋
敷
の
中
州
で
長
旅
の
疲
れ
を

い
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
時
で
す
。

「

ト

ン

ト

ン

、

ト

ン

ト

ン

ト

ン

、

ト

ン

ト

ン

…

…

」

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
砧
（
布
地
を
や
わ
ら
げ
る
た
め

に
打
つ
木
や
石
の
台
）
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
音
を
頼
り
に
草
の
茂
み
を
分
け
て

い
く
と
、
ひ
と
り
の
若
い
娘
が
砧
を
打
っ
て
い
ま
す
。

名
前
を
問
え
ば
砧
姫
と
い
い
　
「
わ
け
あ
っ
て
都
を
離

れ
、
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
」
と
涙
な
が
ら
に

答
え
ま
し
た
。

上
品
な
顔
だ
ち
と
い
い
、
清
楚
な
振
舞
い
と
い
い
、

そ
の
姫
の
美
し
い
こ
と
。
尊
は
い
と
お
し
く
思
わ
れ
、

砧
姫
を
側
に
置
い
て
身
の
回
り
の
世
話
を
さ
せ
ま
し

た
。



幸
福
な
日
々
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
神

し

へ

　

ふ

ー

様
は
美
男
美
女
に
嫉
妬
し
た
の
か
、
二
人
の
仲
を
お

裂
き
に
な
っ
た
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
、
尊

み
か
ど

は
熊
襲
を
征
伐
さ
れ
ま
し
た
が
、
帝
か
ら
都
へ
帰
る

よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。

別
れ
の
日
が
釆
ま
し
た
。
砧
姫
は
別
れ
を
惜
し
み

ま
す
が
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
尊
は
「
私

の
愛
の
し
る
Ｌ
で
す
。
こ
の
木
が
り
っ
ぱ
に
育
っ
た

ら
、
無
事
に
都
へ
着
い
た
も
の
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
、
一
本
の
銀
杏
を
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

砧
姫
は
ま
も
な
く
砧
王
を
産
み
ま
し
た
。
遠
く
姫

や
わ
が
子
を
思
う
尊
の
愛
が
乗
り
移
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
植
え
ら
れ
た
銀
杏
は
す
く
す
く
と
育
ち
、
幹
に

は
母
の
乳
房
を
思
わ
せ
る
コ
ブ
が
い
く
つ
も
で
き
ま

し
た
。

せ
ん

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
そ
の
皮
を
煎
じ
て
飲
む
と

乳
が
よ
く
出
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
広
ま
り
、
筑
豊

は
も
と
よ
り
遠
く
山
口
方
面
か
ら
も
わ
が
子
を
思
う

母
親
た
ち
が
、
皮
を
も
ら
い
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。



㊥値屈硯庖
㊥臼屈訊拶
抗日』陪◎
道使用料と中央公民館など公営施設の使用料

費税分の3パーセントを上乗せしたものです。

す。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

公営施設の使用料は9月1日から新料金となります。

対象となる施設は、中央公民館、町民体育館、武道館、

猪熊・吉田グラウンド、勤労者体育センター、水巻中学

校夜間照明施設、小・中学校体育館、学習等供用施設、

身体障害者福祉センターです。

●主な施設の使用料　　　　（1時間当たり）

中央公民館大会議室（全面）　　615　　　600

武　　　道　　　館（全面）　　410　　　400

猪熊・吉日グラウンド　　　720　　　700

水巻中学校夜間照明施設　1，030　1，000

′ヽ
小・中学校体育館　　　310　　　300
※町内に住んでいる人が利用したときの例です。

手口その1「二＿二二．
日用品の無料配布をします。
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ｔ

のかな？

雰囲気

まない

て軍ってしまったので

かな？

お
年
寄
り
が

ね
ら
わ
れ
や
す
い

こ
ん
な
手
口
〃
‥

突
然
や
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
巧
み
な
口
車

に
乗
せ
ら
れ
て
、
つ
い
契
約
し
て
し
ま
い
、
「
し
ま

っ
た
。
や
っ
ぱ
り
い
ら
な
か
っ
た
。
」
と
後
悔
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

悪
質
業
者
は
、
い
ろ
い
ろ
な
商
法
で
あ
な
た
を
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な
け
れ
ば
「
い
り
ま
せ
ん
。
」

と
、
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま
し
ょ
う
。

訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
苦
情
や
相
談
は
、
役
場
産

業
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



「子供の成長記録を残したいけど、カメラは苦

手だな－」と、あきらめてはいませんか。

中央公民館では、芹田騎郎先生（全日本写菓

連盟西部本部委員長）を招いて、写真教室を開

設することにしました。多数の受講をお待ちし

ています。

回 － 引ｌ－星目喜■ＳＳ■蛋ｉ闘 ■鷲蓋ｔｌ惹鵜書■

1

9 月2 8 日㈱ 写　 責　 概　 論

講　　 義1 8：0 0～ 一記録写真 に

20 ：0 0 ついて－

2

1 0月 5 日㈱ カメラの使 い方と
講　　 義18 ：0 0～ 作 画方法

2 0 ；0 0 一風景 とスナ ップー

3

1 0月1 4 日出

1 4：0 0～

16 ：0 0

撮　 影　 実　 技

ー河守神社＋

実技指導

4

1 0月1 9 日㈱ カラーフ ィルムと

講　　 義18 ：0 0・～ 写 し方

2 0 ：0 0 一組写真 を作 る－

5

1 1月 2 日㈱

1 8：0 0・－

2 0 ：0 0

スライ ド上 映と解説 講　　 義

6

11月 11 日仕）

14 ：0 0～

1 6 ：0 0

撮　　　 影　　　 会 実技指導

′会　場　水巻町中央公民館

●受講料　無料（教材費は自己負担）

●募集人員　50人

′申し込み先

希望する人は、9月14日までに中央公民館

（℡201局0401番）へ申し込んでください。応

募者多数のときは抽選します。

も
ー
つす
ル
ぐ

写
薫
教
室
が

「クーリング・オフ」とは、訪問販売で消費者が申し

込みや契約をした場合、その日を含めて8日以内であ

れば、一方的に無条件で解約できる制度のことです。

後日のトラブルを避けるために、内容証明郵便や簡

易書留を利用するのが賢明です。

⊂『蘭泣
蟄曹
砧宜昏
消費税導入にともない、下水

が改定されました。

新料金は、現在の使用料に消

9月から新しい料金になりま

現行料金の1立方メートル当たり135円が、140円に改

定されました。これを月16立方メートル使用する標準家

庭に換算すると、月額80円のアップとなります。

8月の検針分から適用され、9月納付分から新料金で

お支払いいただくことになります。

●下水道使用料の早見表

10　　　　　1，400　　　　　1，350

15　　　　　2，100　　　　　2，025

20　　　　　2，800　　　　　2，700

25　　　　　3，500　　　　　3，375

30　　　　　4，200　　　　　4，050

＿手口その2　・‘、‘　・ｉｌ　と

リベート（謝礼金）をあげますよ。
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見違えるほど
きれいになりました

製鉄水巻会が駅前を清掃

′■

新日鉄関連会社の家族で構成す

る「製鉄水巻会」が7月8日、水
巻駅周辺の清掃をしました。

ばく

「親睦行事が中心の会でしたが、

何か地域に役立つことをしようと
そごう

思い立ちました。」と会長の十河泰

雄さん（みずまき苑）。昨年に続

いて2回目の奉仕作業です。

参加者は約30人。数グループに

分かれて、駅周辺の草むしり、駐

輪場やホームの清掃、空カン拾い

など1時間半の作業に汗を流しま

した。

「おかげ様で、見違えるように

きれいになりました。」と、水巻駅
の白石助役も笑顔であいさつ。参

加者は、駅前に集めた40個のゴミ

袋を前に、ジュースで乾杯〝

部落差別を正しく理解するため

の催し「語りと映画会」が7月14

日、中央公民館の大ホールで開か
れました。

田川市の部落の実話「トントン
すすき

橋のはなし」をするのは蒋義人さ
ん（写真）。「わしのふるさとは

トントン橋のある所たい…」ゆっ
くりしたテンポで語りが始まりま
した。

部落であるがゆえに川に橋がな

い。架けたくても金も材料もな

い。トントン橋とは、板ざれを拾
うて一枚一枚つなぎ合わせて作っ

た橋のことたい。大水のたびに流

されて大変な苦労の連続じゃっ
た。－じゃが、今はもうみんな

忘れてＬもうちょる。

胸を打つ話でした。

トントン橋が
流された・・・

語りで同和問題を啓発

御破算で
ねがいましては・・・

青少年珠算競技大会

そろばん

パテパチと算盤の音が軽やかに
響きます。7月9日、中央公民館

で小中学生を対象にした青少年珠

算大会が開かれました。今年の参
加者は82人、競技の結果は次のと
おりです。

【個人の部】

●5年生　①白水梨番（美吉野）

⑧谷崎美紀（高松団地）　⑨能塩
かおり（高尾団地）　●6年生

①鈴鹿貴行（頃末南）⑧植松留加

（二）③足立智美（頃末南）　●中
学生　①武田寿美（みずほ団地）

⑧足立賢幸（頃末南）③恒広恵理
（二町住）

【団体の部】

●4年生　①吉田二③古賀団地③
吉田団地　●5年生　①吉田団地

⑧高松団地（㊨高尾団地　●6年生

①二㊥頃末南⑧頃末北　●中学
生　①みずほ団地④吉田二⑧猪熊
【リレー競技】
①猪熊
【地区総合】
①吉田団地　⑧吉田二　⑧猪熊
【高上算の部】
●小学生　①鈴鹿貴行（頃末南）
⑧杉野寿子（伊左座）・白水梨番
（美吉野）　●中学生　①足立賢
幸（頃末南）　③武田寿美（みず
ほ団地）③森美幸（美吉野団地〕
【読上暗算の部】
●小学生　①鈴鹿貴行（頃末南）
⑧足立智美（頃末南）　⑨末岡亜
紀子（頃末北）　●中学生　①武
田寿美（みずほ団地）　⑧足立質
草（頃末南〕　⑧森美幸（美吉野
団地）



やっぱり無事故が一番ですが・・・

夏休みのプール開放を間近に控えた7月13日、学校プ

ール監視員のための「人工呼吸講習会」がありました。

呼吸が止まると3分後には心臓が止まり、7分後には

ほとんど生き返らせることができなくなります。一刻を

争うこの時こそ、冷静で機敏な判断が必要。「いざとな

ると心配です。事故が起きないことを祈ります。」と本

音をもらすのは監視員の平川淳子さん（猪熊）。

講習会では、人形を使って、口から息を吹き込む人口

呼吸や、胸の真ん中を手のひらで押える心臓マッサージ

（写真）を練習しました。

指導にあたった消防署の柴田さんは「若いから飲みこ

みが早いですね。」と、まずは合格点。

美食・酒好き・運動不足にこ用心

成人病健診の結果説明会が始まりました。検査結果に

異常があった人を対象に、医師や保健婦がデークーの読

み方などを分かりやすく説明してくれます。

「今年はコレステロールや中性脂肪が高い人が多いで

すね。」と遠賀病院の矢野先生。血管に脂肪がたまると、

血液の流れが悪くなって動脈硬化をおこしやすくなりま

す。美食、酒好き、運動不足の人は特にご用心とか。

毎日2本以上のビールを飲み続け、中性脂肪が高かっ

た江島秀幸さん（頃末）は、「来年の健診に向けてビー

ルを半分に減らします。」と話していました。

今年は3割の減反です

「減反の札を見るたびに情けなくなります。」－これ
は7月下旬、減反の確認の時に耳にした言葉です。

町内の水田は約145ヘクタール、今年は3割を超える
46ヘクタールを減反しなければなりません。余剰米を減

らすための政策とはいえ、農家は身を切る思いで減反に

応じています。

機械化が進み作業が楽になった反面、米価は据え置
き。トラクターやコンバインなどの機械代に追われて、

農家は深刻な経営難を迎えています。後継者が育たない
のもそのためです。

減反の確認に立ち会った下二生産組合長の豊沢恵子さ

ん（写真）は、「米の自由化や減反政策には絶対反対で
すハけ真っぼりｎ

新曲は「平成音頭」と塙、れあい音頭」

女性のゆかた姿は、どことなぐ情緒があって、夏の夜

にはよく似合います。

恒例の盆おどり講習会が7月22日、中央公民館の大ホ

ールで開かれました。今年の新曲は、「平成音頭」と

「ふれあい音頭」。踊りの好きな小学生たちも加わっ

て、ホールには約400人の大きな踊りの輪ができました。

昨年から文化連盟の先生が指導するようになって、参

加者も年々増えています。残念なのは男性の姿が見られ

なかったこと。

約2時間の練習でしたが、テンポの早い「ふれあい音

頚」を3回続けると、もうみんな汗でびっしょりでした。



健康づくりシリーズ⑳

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
問
題
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
6
月
か
ら
三
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
遠
賀
病
院
の
清
水
さ
ん
に
、
お

年
寄
り
の
健
康
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
月
の
テ
ー

マ
は
「
お
年
寄
り
の
介
護
に
つ
い
て
」
で
す
。

お
年
寄
り
の
お
世
話
で
、
気

を
付
け
る
こ
と
は
何
で
す
か

月
家
庭
で
の
、
こ
ま
や
か
な
気
く

ぼ
り
が
、
お
年
寄
り
の
病
気
や

ち
は
う

痴
呆
、
け
が
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

次
の
四
つ
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

糾
健
康
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

健
康
診
査
な
ど
の
検
診
の
機
会
は
、

積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

以
前
に
比
べ
て
変
だ
な
と
思
え
る
痴
呆

の
サ
イ
ン
な
ど
が
あ
る
時
は
、
早
目
に

専
門
医
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

㈹
食
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
欲
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
、

薄
味
で
、
食
べ
や
す
く
す
る
な
ど
調
理

の
仕
方
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食

ら
ん

事
は
お
年
寄
り
を
囲
ん
で
の
団
欒
の
場

と
な
る
よ
う
心
を
く
ぼ
り
ま
し
ょ
う
。

脚
住
ま
い
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う

転
倒
防
止
の
た
め
、
滑
り
止
め
、
手

す
り
、
段
差
な
ど
に
気
を
付
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
冷
暖
房
や
明
る
さ
な
ど
も

適
当
か
ど
う
か
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
ベ
ラ
ン
ダ
は
転
落
防
止
を
考
え
ま
し

ょ
，
ノ
。

用
愛
情
を
持
っ
て
お
世
話
し
ま
し
ょ
う

お
年
寄
り
は
、
長
い
人
生
の
経
験
者

で
す
。
誇
り
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、

お
年
寄
り
の
や
り
方
を
認
め
た
上
で
助

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
手
だ
け
で
は
世
話
が

難
し
い
時
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
で
す
か
？

Ａ
介
護
す
る
人
が
疲
れ
て
し
ま
っ

て
は
、
良
い
お
世
話
は
で
き
ま

せ
ん
。
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
上
手

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

川
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
、
日
常

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
人
に
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
身
の
回
り
の
世
話

を
し
ま
す
。

㈹
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
を
介
護

し
て
い
る
人
が
、
病
気
な
ど
で
世
話
が

難
し
い
時
、
原
則
と
し
て
一
週
間
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
介
護
し
ま
す
。

用
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

在
宅
で
体
の
弱
い
お
年
寄
り
な
ど

に
、
入
浴
、
食
事
、
日
常
動
作
の
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

帥
生
活
用
具
の
給
付
（
貸
与
）

低
所
得
で
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

は
、
特
殊
ベ
ッ
ト
や
浴
槽
を
給
付
し
、

福
祉
電
話
を
貸
し
出
し
ま
す
。

糾
増
改
築
資
金
の
貸
付

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
同
居
の

た
め
増
改
築
や
改
造
を
す
る
時
、
県
が

低
利
で
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

㈹
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
の
入
所

原
則
と
し
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
人

で
、
在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
お
年
寄

り
が
入
所
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
は
役

場
社
会
課
か
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



ヌ弼ト／吋の朋

238人の選手団が出場
一郡民体育大会－

●郡民体育大会成績表（水巻町）

匡ヨ■■■■■■■≡－ Ｉ 種　 別 順位

陸　　　　　　 上 一般 男子 優勝

！＼レ ー ホ ー ル

一般男子

青年男子

一般女子

3 位

3 位

優勝

卓　　　　　　 球 総　　 合 2 位

剣　　　　　　 道
一般の部

青年の郡

優勝

2 位

ソ フ ト ボ ー ル
一般 男子

＋般 女子

優勝

4 位

バ ド ミ ン ト ン 総　　 合 2 位

弓　　　　　　 道 総　　 合 4 位

バ スケ ットボール 青 年男 子 4 位

軟　 式　 野　 球 一般男子 2 位

第30回遠賀郡民体育大会が7月30

日、芦屋町総合体育館など13会場で

行われました。

水巻町からは、陸上やバレーボー

ルなど12種目に238人の選手団が出

場。30度を超す猛暑の申、熱戦を繰

り広げました。

主な試合結果

著

登

等

著

塗

審

肇

著

塗

埴

糎

婆

亀

頭

諺

肇

議

善

は左の表のとお亨■■■■ｔ■ｔ■■■■■■■■■－．←－■．■■－■■■■一減■■■．■■■■■■－■■

りです。

喝弱漕置堕琵遥閻≡≡ヨ翌盗皿盛遇に辺皿証…ヨＥヨ㍊ｍ揖監迅融憶遠Ⅲだ≡ヨ琶三ヨ

接戦の末、頃未南が優勝豊瑚
7月16日、町民体育館で「第1回中学女子ビーチボ　毒

二∴二三二∴二㍉∵岩三ｉ
ムは4人制で、サーブはアンダーハンドに限ります。　篭

選手たちは変化の激しい球に「タイミングが合わな　挙

い」ととまどいながらも、力いっぱいのプレーを繰り

広げました0　　　　　　　　　　　　　　　　著

決勝トーナメントには、予選を勝ち抜いた下二、おか　書

芸‡二二二二㌦∴∵∵∴；
戦で頃末南Ａが下二を2対1で破り、優勝しました。　墨
■■－■■■■■■■■－－－－●■ｌ■■■■－ｔ■■■■■■■■■■■ｌｔ■

水巻町が総合優勝 都民水泳大会

郡民水泳大会（地区予選）が7月9日、芦屋中学校プールで

行われ、水巻町からは186人の選手が出場。総合の部で芦屋町
を近差で破り、優勝しました。

この大会で上位入賞した選手は8月6日、小倉南区の文化記

念プールで開かれた県民水泳競技大会に出場しました。遠賀郡
からの代表選手は51人、その内17人が水巻町からの選手です。

〔水巻町からの出場者〕

●高橋純江（水巻申）●藤崎智也（吉田スポ少〕●隅田将一

（伊左座スポ少）●山本佳代子（頃末スポ少〕●宮崎義仲

（頃末スポ少）●山形美和（水巻申）●田代淳子（水巻申）●

梶山進二（机スポ少）●鬼木圭介（頃末スポ少〕●松本香織
（机スポ少）●梶山直樹（水巻申）●植木友也（机スポ少）●

増田美香（机スポ少）●渡部博文（猪熊スポ少）桃本八重（水
巻申）●山本道泰（成人）●山下政二（成人）

■■ヽ



電話知人麿を

励ます
公売される電

話加入権は、税
金の滞納者から

差し押えたもの
です。代金は滞
納税金に充てら
れます。

なお、電話番
号は変更できま
す。

現
況
届
を
忘
れ
る
と
、
資
格
が
あ
っ

て
も
。
0
月
分
以
降
の
手
当
が
も
ら
え
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
8
月
1
6
日
～
8
月
1
8
日

●
受
付
場
所
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の

証
書
（
手
帳
）
・
印
鑑
・
家
族
全
員

の
住
民
票
1
通
（
役
場
住
民
係
で
交

付
し
ま
す
）

障
害
者
本
人
や
障
害
児
を
か
か
え
る

家
族
の
人
が
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い

る
意
見
や
、
体
験
談
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
「
出
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
、

心
の
輪
」
　
「
ス
ポ
ー
ツ
」
ほ
か
に
、

自
由
な
テ
ー
マ
で
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
ん
で
い
る
障

害
者
と
そ
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
　
9
月
5
日

●
字
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚

以
内
。
視
力
障
害
者
は
点
字
で
の
応

募
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多

区
東
公
園
7
番
7
号
　
福
岡
県
民
生

部
障
害
福
祉
課
　
晋
（
0
9
2
）
6

5

1

局

4

7

6

1

番

へ

子
育
て
に
奮
戦
し
て
い
る
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
／
子
供
の
し
つ
け
や
言

葉
、
食
事
な
ど
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
県
教
育
委
員
会
で
は
、
幼
児

教
育
専
門
家
に
よ
る
「
子
育
て
個
別
相

談
」
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
希
望

す
る
人
は
、
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
9
月
8
日
午
前
1
1
時
か
ら

午
後
3
時
3
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
対
　
象
　
町
内
に
住
ん
で
い
る
乳
幼

児
を
持
つ
親
と
子

●
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
講
師

▽
九
州
女
子
短
期
大
学
教
授

光
安
文
夫
先
生

▽
「
こ
ぐ
ま
学
園
」
理
事
長

大
熊
　
猛
先
生

●
申
し
込
み
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
、
希

望
時
間
を
書
い
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
先
着
1
4
組
で
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
先
　
〒
8
2
2
直
方
市
大
字
植

木
一
〇
四
七
－
一
福
岡
県
教
育
庁

北
九
州
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
魯

（

0

9

4

9

2

）

5

局

1

2

0

5

番

へ

元
中
学
教
師
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
の
助
言
者
で
知
ら
れ
る

坂
本
光
男
先
生
を
招
い
て
、
「
子
育
て

講
演
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
と
　
き
　
8
月
2
8
日
（
月
）
午
後
6

時
3
0
分
開
演

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
内
　
容
　
「
親
育
ち
子
育
ち
　
ー
　
子

供
に
愛
と
勇
気
を
」
を
テ
ー
マ
に
、

今
の
子
供
や
親
に
何
が
必
要
か
を
気

付
か
せ
て
く
れ
る
話
で
す
。

●
入
場
料
　
二
百
円
（
託
児
室
を
利
用

さ
れ
る
人
は
、
お
や
つ
代
と
し
て
別

に
五
十
円
）

●
問
い
合
わ
せ
　
水
巻
町
第
一
保
育
所

晋

2

0

1

局

1

5

0

0

番

へ

今
年
4
月
か
ら
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

法
人
の
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

課
税
期
間
（
事
業
年
度
）
終
了
の
日
の

翌
日
か
ら
二
か
月
以
内
と
な
っ
て
い
ま

す
。
4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
決
算
法
人

は
、
今
年
に
限
り
1
0
月
2
日
ま
で
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
申
告
と
納
付

は
、
来
年
ｌ
月
ｌ
日
か
ら
4
月
2
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
若
松
税
務
署
魯
7
6
1

局
2
5
3
6
番
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

広
報
で
は
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
①
お
子
さ

ん
の
名
前
と
生
年
月
日
⑧
両
親
の
名
前

㊥
住
所
と
電
話
番
号
④
紹
介
文
（
約
8
0

字
）
を
記
入
し
、
写
真
一
枚
を
添
え
て

庶
務
係
ま
で
ど
う
ぞ
。
誕
生
月
の
広
報

紙
に
先
着
境
に
2
名
を
掲
載
し
ま
す
。



「
働
き
た
い
な
」
と
患
っ
て
い
る
家

庭
の
婦
人
を
対
象
に
、
技
術
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
技
術
を
身
に

つ
け
る
と
、
就
職
や
内
職
に
た
い
へ
ん

有
利
に
な
り
ま
す
。

●
講
習
科
目
と
定
見

簿
記
上
級
（
日
商
簿
記
2
級
）
加
入

●
対
　
象
　
①
日
商
簿
記
3
級
程
度
の

基
本
的
な
知
識
が
あ
る
人
　
⑧
経
理

事
務
の
経
験
が
あ
る
人
　
⑧
当
セ
ン

タ
ー
の
簿
記
（
初
級
）
の
技
術
講
習

会
を
修
了
し
た
人

●
講
習
期
間
　
9
月
2
2
日
か
ら
1
1
月
1
0

日
ま
で
の
2
1
日
間
（
毎
週
月
・
水
・
金
）

●
受
講
時
間
　
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
の
一
日
5
時
間

●
受
講
料
　
教
材
費
以
外
は
無
料

●
会
　
場
　
戸
畑
区
汐
井
町
ｌ
番
1
号

戸
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

●
受
付
期
間
　
8
月
2
2
日
～
2
3
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
8
2
0

飯
塚
市
新
立
岩
8
番
1
号
　
福
岡
県

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

魯

（

0

9

4

8

）

2

3

局

4

1

5

6

番

来
春
、
大
学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業

す
る
人
を
対
象
に
、
企
業
と
学
生
が
直

接
面
談
す
る
「
合
同
会
社
面
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
県
内
に
就
職
を
希
望
す

る
学
生
の
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

【
福
岡
会
場
】

●
と
　
き
　
9
月
4
日
（
月
）
午
後
ｌ

時
か
ら
5
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前

2

－

1

0

－

1

9

　

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

ビ

ル

8
階
ホ
ー
ル

【
北
九
州
会
場
】

●
と
　
き
　
9
月
5
日
（
火
）
午
後
1

時
か
ら
5
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手

町
1
2
－
3
　
九
州
厚
生
年
金
会
館
会

議
室
（
玄
海
）

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
学
生
職
業
セ

ン

タ

ー

舎

（

0

9

2

）

7

1

4

局

1

5

5

6

番

へ

都
市
計
画
街
路
改
築
工
事
の
た
め
、

無
縁
墳
墓
を
改
葬
し
ま
す
。
心
当
た
り

の
人
は
届
出
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
基
地
の
所
在
地
　
筑
後
市
大
宇
山
の

井
字
橋
爪
八
〇
八
　
寄
丸
墓
地

●
届
出
期
限
　
8
月
2
1
日

●
届
出
先
　
筑
後
市
大
宇
山
の
井
八
九

八
番
地
　
筑
後
市
役
所
都
市
計
画
係

魯

（

0

9

4

2

）

5

3

局

4

1

1

1

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
頃
末
南
区
北
区
伊
豆
神
社
夏
越
祭
実

行
本
部
出
店
一
同
様

香
典
返
し
と
し
て

●
上
二
町
住
　
故
・
永
一
竹
生
様

永
一
房
子
様

●
吉
田
分
譲
住
宅
故
・
榎
　
政
一
様

榎
　
信
子
　
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
桝
屋
ア
キ
ノ
様

柴
田
　
猛
　
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
亀
崎
　
長
年
様

亀
崎
　
道
子
様

●
下
　
二
　
　
故
・
市
丸
　
恵
　
様

田
中
　
博
幸
様



ｒ
▲
∴
・
γ
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図
と
丈柴
田
貞
志

早
い
も
の
で
水
巻
村
が
町
に
な
っ
て
、
来
年
で
五

十
年
に
な
る
。
「
石
炭
物
語
」
が
終
了
し
た
に
と
も
な

い
、
町
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
町
よ
り
原
稿
の
依

頼
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
「
水
巻
む
か
し
物
語
」
と

題
し
て
、
つ
づ
い
て
書
く
こ
と
に
し
た
。
な
お
水
巻

の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
（
Ｄ
江
戸
時
代
以
前
の
武
家

物
語
、
（
二
〕
江
戸
時
代
の
百
姓
物
語
、
（
三
〕
明
治

以
降
の
石
炭
物
語
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
が
、
す
で
に

（
三
）
は
発
表
し
た
の
で
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
書
く

こ
と
に
す
る
。
皆
様
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
水
巻
の
お
い
た
ち
」

遠
賀
川
河
口
は
地
質
と
遺
跡
調
査
に
よ
れ
ば
、
大

昔
は
入
り
海
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
上
流

た
い
せ
き

か
ら
の
土
砂
が
長
い
間
に
堆
積
し
て
沖
積
平
野
に
か

わ
り
、
そ
の
深
さ
は
吉
田
の
遠
賀
保
健
所
で
約
五
メ

ー
ト
ル
、
水
巻
町
役
場
で
約
十
七
メ
ー
ト
ル
、
遠
賀

川
駅
前
で
三
十
六
メ
ー
ト
ル
、
遠
賀
町
木
守
で
三
十

メ
ー
ト
ル
、
ま
た
上
流
の
木
屋
瀬
付
近
で
も
二
、
三

十
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
の
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

や
よ
い

な
お
弥
生
時
代
（
紀
元
前
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
約
五
や
は
ぎ

百
年
間
）
の
入
り
海
は
、
山
鹿
島
か
ら
岡
垣
の
矢
矧

川
付
近
ま
で
と
広
く
、
こ
れ
に
激
し
い
響
灘
の
潮
流

と
、
絶
え
ず
吹
き
つ
け
る
北
西
の
季
節
風
に
よ
る
波

浪
が
、
上
流
か
ら
の
土
砂
を
外
海
へ
流
出
す
る
の
を

阻
止
し
、
さ
ら
に
外
海
の
砂
や
小
石
が
こ
れ
に
押
し

よ
せ
て
、
そ
の
線
上
に
で
き
た
の
が
波
津
か
ら
芦
屋

に
至
る
、
三
里
松
原
の
砂
丘
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

現
象
は
川
の
流
れ
と
争
い
な
が
ら
次
第
に
東
進
を
重

ね
、
最
後
は
山
鹿
島
に
接
近
し
て
河
口
が
浅
く
な

り
、
今
の
袋
の
よ
う
な
河
口
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
入
り
海
の
な
か
は
至
る
と
こ
ろ
に
小
島
が
あ

っ
て
、
こ
れ
に
上
流
か
ら
の
土
砂
が
堆
積
し
て
中
州

が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
に
弥
生
人
が
住
み
つ
い
て
、
立

屋
敷
遺
跡
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
稲
作
農
耕
文
化
が

開
花
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
水
巻
町
に
お
け

が
ん
し
よ
う

る
小
島
、
岩
礁
を
あ
げ
る
と
、

う
き
し
ま

二
村
　
　
八
所
神
社
の
あ
る
浮
島
、
信
行
寺
の
あ

む
か
え

る
迎
畠

ｈ
′
ゆ
う
ち

下
二
　
　
貴
船
神
社
の
あ
る
立
地

吉
田
　
　
鯉
口
県
道
沿
い
に
あ
る
沖
ノ
島
、
か
に

ひ
と

カ
島
、
一
塚
島
、
そ
の
他

頃
禾
　
　
丸
山
（
遠
信
西
南
の
墓
地
）
、
唐
ノ
熊

山
（
水
巻
駅
西
南
、
今
は
な
し
）

い
ち
よ
う

立
屋
敷
　
水
巻
山
（
土
手
上
の
銀
杏
大
木
付
近
）

お

ぐ

ま

小
熊
島
（
遠
賀
大
橋
と
鉄
橋
の
問
の
中

州
、
今
は
な
し
）

し
Ｊ
も

猪
熊
　
　
猪
熊
七
島
と
い
っ
て
北
か
ら
大
下
山
、

か
み
ぜ

申
ノ
山
、
神
手
山
、
洞
山
、
お
宮
山
、

と

き

ん

十
三
塚
、
兜
巾
塚

も
ち
ろ
ん
中
州
は
、
下
流
よ
り
上
流
の
万
が
早
く

で
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
こ
で
水
巻
村
九
力
村
の
起
源
を
尋
ね
る
と
、
ま

ず
猪
熊
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
「
岡
郡
宗
社

志
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
に
井
熊
村
と
書
く
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
、

山
鹿
村
よ
り
大
月
八
郎
右
衛
門
と
申
す
者
き
た
り

初
め
て
開
立
の
新
村
に
て
、
正
保
四
年
（
一
六
四

七
）
よ
り
庄
屋
役
を
御
立
て
仰
せ
つ
け
ら
れ
侯
。

右
に
つ
き
名
鴫
中
納
言
（
小
早
川
隆
景
）
の
御
代

ま
で
は
村
と
こ
ろ
、
こ
れ
な
く
候
。

ま
た
猪
熊
は
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
検
地

状
に
は
、
「
島
津
村
の
う
ち
、
い
の
く
ま
」
と
み
え

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
の
遠
賀
川
河
口
は

大
雨
の
た
び
に
流
れ
の
か
わ
る
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
の
筑
前
国
地

図
に
、
二
つ
の
遠
賀
川
が
東
西
に
画
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
上
流
の
水
を

外
海
へ
一
頂
下
に
流
す
た
め
に
、
人
力
で
中
州
に
川

を
掘
り
土
手
を
築
き
、
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
て
寛

永
五
年
（
〓
ハ
二
八
）
に
完
成
し
た
の
が
、
今
の
遠

賀
川
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
広
渡
村
で
あ
っ
た
立

げ
ん
な

屋
敷
は
対
岸
に
な
っ
た
の
で
、
元
和
九
年
（
一
六
二

五
）
に
分
村
独
立
し
て
い
る
。

で
は
、
そ
れ
以
前
の
東
の
遠
賀
川
は
、
ど
こ
を

流
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
上
二
と

江戸初期の遠賀川河口（慶長年間の地図による）　　　　弥生時代の遠賀川河口（点線は現況）

伊
左
座
の
間
を
流
れ
て
机
で
曲
川
と

合
流
し
、
そ
れ
よ
り
今
の
曲
川
の
線
に

沿
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
立
屋
敷
と
伊
左
座
は
、
旧

遠
賀
川
と
完
成
し
た
新
遠
賀
川
に
挟
ま

れ
た
時
代
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
初
め
伊

左
座
は
新
川
の
な
か
に
集
落
が
あ
っ
て

垣
生
村
に
属
し
て
い
た
が
、
こ
の
計
画

で
旧
川
と
新
川
に
挟
ま
れ
た
今
の
場
所

に
、
移
転
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
今
の
遠
賀
川
の
河
川
敷
内
に
西
屋あぎ

敷
、
井
地
、
さ
ら
に
垣
生
地
な
ど
の
字

な名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

な
お
新
川
が
で
き
る
と
伊
左
座
は
二
村

村
に
属
し
、
旧
川
を
埋
め
た
あ
と
の
元

禄
の
こ
ろ
、
下
二
と
共
に
分
村
独
立
し

て
い
る
。
さ
ら
に
頃
末
は
元
亀
二
年
（
一
五
七

一
）
、
机
は
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）

に
古
賀
村
か
ら
分
村
し
、
ま
た
吉
田
は

天
正
年
間
の
「
筑
前
国
田
島
高
状
」
に

「
則
松
村
の
う
ち
」
と
あ
る
の
が
、
慶

長
十
年
の
筑
前
国
地
図
で
は
独
立
し
た

村
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
水
巻

の
村
名
に
お
い
て
は
古
賀
村
と
二
村
村

が
最
も
古
く
、
す
で
に
文
安
五
年
（
一

四
四
八
）
の
麻
生
弘
家
の
知
行
目
録
に

村
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
（
つ
づ
く
）


